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5

〇LINE・Instagram・TiKToKなどのSNSを有効利用した効果的な情報を提供する。
〇HP（Hon1-NAVI）の質の向上と受験生・保護者が求める情報を発信する。
〇保護者・地域に対して学校の取り組みや生徒の諸活動等を積極的に情報提供す
　 る。
〇オープンスクール・学校説明会・Ｓ類型説明会・体験入部会・個別相談会等の
　 参加者増加へ向けた生徒募集行事を強化する。
〇受験者・入学者の増加に向けた取り組みを行う。

生徒募集・
広報活動

○本庄第一中学校3年生の8割を内部進学生の出願および入学につ
   なげる。
○年2回の「本庄第一通信」の発行および各中学校・塾等に配布する。
○定期試験期間による中学校訪問や塾訪問を実施する。
○オープンスクール、体験入部会を実施する。
〇学校説明会、Ｓ類型説明会、個別相談会を実施する。
○校外での説明会の実施や平日における学校見学希望者の対応を行
 　い、普段の本校の取り組みや生徒の様子を説明する。
○部活動が警察署、小学校、保育園、商工会の催事へ参加協力する。
○HP（Hon1-NAVI）の質の向上を図るとともに適宜更新し、中学生や
   保護者に対して有意義な情報を発信する。
〇部活動や生徒会活動などをはじめとした生徒の様子を様々なSNSな
 　どを活用し、幅広く情報を発信する。
〇ＢＬＥＮＤを利用しての入試情報や募集イベントの情報配信をする。
〇オープンスクール・体験入部会・各説明会などの募集イベントにおい
　 て、受験生や保護者が求める情報を提供できるよう努める。さらに、
 　これらの参加者を個別相談会の申し込みへつなげる。

○内部進学生の8割を出願および入学につなげることができたか。
○計画通りに「本庄第一通信」が発行できたか。
〇中学校訪問や塾訪問を通して募集イベントへの参加や出願の増加につ
  なげることができたか。
○HPの情報が適宜更新され閲覧者数が増加したか。
○オープンスクール参加者を受験や入学につなげることができたか。
〇学校説明会参加者を受験や入学につなげることができたか。
〇Ｓ類型説明会参加者を受験や入学につなげることができたか。
〇体験入部会参加者を受験や入学につなげることができたか。
〇個別相談会参加者を受験や入学につなげることができたか。
〇ＢＬＥＮＤを使用して受験生や保護者に情報の配信ができたか。
〇募集イベントや学校行事を通じて個別相談会の参加者の増加につなげることがで
   きたか。
〇LINEやInstagram・TiKToKなどのSNSを利用して学校行事や生徒の様子を受験生や
　 保護者に情報提供できたか。

4

○地域保護者および小中学生に対して本校生徒の活動、成果、教育実践に関する
　情報提供の推進。
○地域の要請によるイベントへの参加、施設の貸し出し対応。
○学校自己評価シートの公開による開かれた学校づくりの具体的な取組みの
　推進。
○スクールライフアンケートの結果による生徒会との連携。
〇学校見学会の内容の充実。
○様々な分野における地域との連携。
〇PTA活動の充実。

○地元社会体育団体への施設開放。
○警察署、小学校、保育園、商工会の催事への部活動の参加。
○スクールライフアンケートの実施。
〇学校の取り組みに対する保護者への理解を促し、要望等を
　取り入れていく。
〇紙媒体とデジタルデータを利用し、より多くの人々に情報を公開する。
〇PTA主催のイベントや研修会の開催の実施。
〇高大連携校との繋がりを大切にし、大学との連携事業を推進
　する。
〇スクールミッション、スクールポリシーを掲げ、それに基づいた
　教育活動を行い、学校の特徴を伝えていく。
〇卒業生および卒業生保護者に匿名での学校生活アンケートを行い、
　学校生活の質を向上させる。

○地域社会との交流の機会が増えたか。
〇警察署、小学校、保育園、商工会の催事への部活動の参加を促すことができたか。
〇学校の認知度は上がったか。
〇学校行事や学校主催のイベントに多くの受験生、保護者が参加したか。
〇学校に対する保護者への理解を促し、要望等を取り入れていくことができたか。
〇学校に対する保護者の関心が高まったか。
〇紙媒体で配布している情報と合わせデジタルデータを有効利用できたか。
〇PTA活動を通して保護者、生徒の満足度が高まったか。
〇高大連携校との繋がりを大切にし、大学との連携事業を推進することができたか。
〇スクールミッション、スクールポリシーを掲げ、それに基づいた教育活動や学校の
   特徴を伝えることができたか。
〇卒業生および卒業生保護者の意見を取り入れ、学校生活の質を向上することが
   できたか。
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生徒が多様化していると言われるが、問題行動も多様化、複雑化している。生徒指導
係の役割も未然防止の指導、問題発生時の事後指導、繰り返させない指導、人間関係
修復のアドバイスなど様々である。一人では起こさないが集団になると大胆になる「集
団の心理」、勧められると断ることができないなど社会のルールより「仲間のルールや
その場のノリ」、相手の感情を想像することができない「幼稚さ」など、規範意識の希薄
化と快楽や利便性を優先する行動が目立つようになっている。
友人関係の構築も未熟で、他人との関係性を築いていく力が弱いため、いじめや不登
校などに発展することもある。人間関係づくりにおける課題は、これからの生徒指は、重
要な問題事項になっているため、丁寧な指導が必要である。

○生徒指導規程の共通理解と一貫性のある生徒指導
○生徒指導事案を発生させない環境づくり
〇社会情勢に合わせた生徒指導
○生徒相談（スクールカウンセラー）と連携した生徒指導
○いじめ問題の防止と発生時の早期対応、早期解決
○マナーアップ推進校として交通ルールの遵守

○年度初めに全校生徒、教職員が「生徒指導規程」を共通理解する場
　を設ける。
○その場指導を徹底し、指導を後回しや他人任せにしない。
○女子生徒の化粧については重点指導とする。
○日常的な生徒への声掛けを大切にし、教員間の連絡を密にする。
○朝の校門指導、駅北指導、生徒指導係による朝指導を実施する。
○警察官による防犯講話を実施する。
○情報セキュリティ講座を実施する。
○教室美化、身の回りの整理整頓を心掛けさせる。
○発達障害を抱える生徒や疑いのある生徒の指導は、チーム、生徒
　相談係、スクールカウンセラーと連携し、できる限り、その生徒に
　適した指導を実施する。
〇いじめ基本方針に基づき全教員で取組む。
○４月１日から始まる交通反則通告制度を理解させ、違反をさせない。
○ヘルメット着用率５０％を目指す。

○全校生徒、教職員が「生徒指導規程」を理解し、温度差のない生徒指導の
　実践ができたか。
○生徒指導事案が減少したか。
○頭髪・服装の乱れにより、指導を受ける生徒が減少したか。
○女子生徒の化粧が減少したか。
○安全にインターネットやSNSを利用し、マナーやモラルを守ることができたか。
○問題行動、インターネットおよびSNSトラブルなど未然に防ぐことができたか。
○生徒相談（スクールカウンセラー）と連携し、生徒のサポートが図れたか。
○いじめ基本方針に基づいた防止策が図れたか。
　早期発見、早期解決が図れたか。
○公共の場でのマナーは守れたか。
○自転車安全運転の意識が向上し、違反なく、交通事故が減少したか。
○自転車通学生のヘルメット着用率が向上したか。
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〇英語力向上を強く意識した指導と仕組みづくり。
〇実践的な英語力を身につけるための機会の創出。
〇学習意欲の低い生徒への対応。
○「探究の時間」の充実。
○家庭学習が疎かになっている生徒への対応。
○ICT・ＤＸを活用した教科指導の推進。
〇キャリア教育の目標を意識した取組み。
○教員自身の指導力向上にむけた、各種研修の参加。

○授業・課題等でタブレット端末の活用、動画や資料の日常的な配信。
〇ＩＣＴ・ＤＸを駆使した、同時双方向型指導の計画と準備。
○外部団体主催の各種のスキルアップ講座等への積極的参加。
○授業力向上に資する、授業アンケート実施と活用。
○アクティブラーニングをテーマにした授業の公開。
〇キャリア教育を意識した教科指導の研究。
〇新指導要領に則った「新教育システム」の計画。
　（新しい普通科と文理横断型探究の検討）

〇授業や課題で、タブレット端末・動画・資料の提示を日常的に配信できたか。
〇ＩＣＴ・ＤＸを駆使し、双方向型指導の準備を行い、実施できたか。
〇外部団体主催の各種スキルアップ講座へ積極的に参加できたか。
〇授業力向上に資する、授業アンケートの実施とアンケート活用が行えたか。
〇アクティブラーニングをテーマとした公開授業を行ったか。
〇キャリア教育を意識した教科指導の研究が行えたか。
〇新指導要領に則った「新教育システム」の計画が進んだか。
 　特に「新しい普通科の設置」・「文理横断型探究の導入」の検討を行えたか。

学校関係者からの意見・要望・評価等

1

〇進学実績の向上
　　受験方式に合わせた受験指導のしくみ作り。
　　連携校への受験者数・合格者数を増やす。
○Ｓ類型：英語外部検定上位級合格者を増やす。
　　国公立大学合格者を増やす。
　　難関大学の入試に対応できる学力の定着。
　　文系選択生徒の学力向上。
　　縦割りの連携を意識した各学年での取り組みと学力向上。
○ＡⅠ類型・文Ⅰ型・理Ⅰ型　英語外部検定資格取得者を増やす。
　　学習意欲・基礎学力向上と進路の実現。　文Ⅰ類型の学力強化。
○ＡⅡ類型・文Ⅱ型　英語外部検定受検者を増やす。
　　定期試験の成績だけにこだわるのではなく、知識の蓄積を
　　目標とした学習習慣の確立。
　　推薦を希望する生徒の基礎学力の担保。
〇通信制高校課程の運営を軌道にのせる。

〇英語外部検定取得・受験状況の更なる可視化。
○S類型は放課後補習・個別指導・長期休業中補習の充実。
〇「スタディ･サプリ」等を活用し、学力向上に効果的な学習法の提供。
○自主性を育み、主体的学びまで届かせる具体的な指導。
○文Ⅰ・理Ⅰは平日2回の希望者補習、長期休業中補習の実施。
○就職希望者向け公務員試験対策講座・講演会の実施。
○総合型選抜入試・推薦入試対応型講座や小論文模擬試験等の
　実施。
〇放課後ゼミと探究活動の活性化。
○国公立大学の総合型選抜入試や公募推薦なども含めた大学
　入試問題の研究。
○部活動など、得意分野を活かした進路指導の強化。
○教員の指導力や知識の向上のための研修会の充実および
　大学入試問題の研究。
○キャリアガイダンス等の行事を充実させ、生徒が早期に
　進路目標設定・研究・準備が始められるよう計画する。
○通信制課程卒業率100％を目指す。

○国公立大学の合格者を５名（2022年実績）以上出せたか。
○GMARCHの合格者を１５名以上、日東駒専の合格者を30名
　以上出せたか。
○総合型選抜・学校推薦型選抜での合格率が向上したか。
○連携校への受験者数・合格者数ともに20名以上出せたか。
〇担任を主とした小論文・面接指導の展開と各教科との連携が図れたか。
〇通信制課程の卒業率が100％であったか。
〇英語力向上が図れたか。
〇探究活動を促すことができたか。

現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 次年度への課題と改善策

※番号欄は本年度重点目標の番号と対応させている。

学校自己評価 学校関係者評価

年度目標 年度評価（2026年3月31日現在） 実施日2026年5月末日

※学校関係者評価とは、最終回の学校評価懇話会を開催、また個々に
　　意見を頂き、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

本年度重点目標

１　各類型コースの特色づくり
２　英語を軸とした学力の向上　魅力ある授業づくり
３　秩序ある学校の雰囲気づくり
４　開かれた学校づくり（学校開放・地域への貢献）
５　生徒募集・広報活動の充実（説明会・体験入学の充実）入学者増

2026年度学校自己評価シート（本庄第一高等学校）

目指す学校像
（ミッション）

学園理念「響生」
・影響を受け、影響を与え、柔軟さと豊かさを育む。
・本校の生徒と教師・職員は目標達成のため、お互いに響きあい、前進し、活力ある学園を築きます。
教育方針
・本校の生徒・教職員は共に学ぶ心をもち、学力・技術の向上に努める。
・本校の生徒・教職員は共に豊かな人間関係を築くため、礼節を重んずる
・スクールミッションである「多様な夢や希望を実現するために挑戦する強い心を持ち、努力を継続し、また、周囲の人々
とお互いに影響を受け、与え合いながら、逞しく、前向きに将来を切り拓くことができる人物を育成する学校」としての社
会的責任を果たす。

A

B

C

D

ほぼ達成　　（8割以上）

概ね達成　　（6割以上）

変化の兆し　（4割以上）

不十分       （4割未満）

達
成
度

名

名

名

出席者（聴取者）

　学校関係者（法人　監事・評議員）

　生徒

　事務局
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〇一昨年度より、本庄第一通信（発行全3回）の1回を広報誌「み
　 らチカ」の利用に切り替えた。本校の活躍が地元の広報誌に
　 掲載されることは、本校の広報活動にもつながり良い選択で
　 あったと考えられる。
〇HPをリニューアルするとともに、新着情報（学校行事や部活
　 動結果など）を高い頻度で更新できるように努めた。
〇学校説明会の申込数は、昨年比100.6％の819名の参加で
　 あり、出願者数につながったと考えられる。入学予定者数も
　 347名で昨年を上回る見込みとなっているが、募集定員には
　 3名届いていない。また、個別相談会の申込数は、昨年比
　 102.2％の897名であり、通塾なしの受験生等による個別相談
　 会の捉え方の分析が必要である。
〇昨年度より活用したＢＬＥＮＤにより、入試情報や募集イベン
 　トの告知を受験生にメール配信することができた。
〇ＢＬＥＮDに加えLINE・Instagram・TikToK等のSNSも利用し、各
   部活動の様子や募集イベ ント・学校行事などの発信の頻度を
　 高めた。

B

〇昨年度と同様に本庄第一通信は紙媒体で配布するが、デジタ
　 ルデータとしても閲覧できるよう準備し、ＨＰなどに掲載してさら
 　に受験生や保護者に有意義な情報を発信していく。
〇HPやSNSによって学校の情報発信の機会を増やせるようにし、
　 日々の作成・更新を積極的に取り組む。
○S類型説明会を通して学業への取り組み方法を伝えたり、学校
   説明会で高校全体の説明内容を充実させ、生徒が明るく元気
　 で楽しいと感じる学校生活を積極的に伝える。
〇オープンスクール参加者を学校説明会に参加を促し、個別相
　 談会の申し込みに繋げて1名でも多く出願者を増やせるように
　 組織的な生徒募集を実践する。
○BLENDやSNSを活用して募集イベントを告知し、参加申込の増
　 加を図る。
〇出願に関しては、受験生・保護者にとってよりわかりやすい入り
　 口にするなど、出願時における入力間違いの減少に取り組む。
〇高校（全日制・通信制）・中学校における生徒募集活動全体の
　 継続的に抜本的な見直しを行う。
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〇LINE・Instagram・TiKToKなどのSNSを有効利用した効果的な情報を提供する。
〇HPの質の向上と受験生・保護者が求める情報を発信する。
〇学校の取り組みや生徒の諸活動を保護者・地域に対して積極的に情報提供す
る。
〇オープンスクール・学校説明会・個別相談会等の参加者増加へ向けた生徒募集
行事を強化する。
〇受験者・入学者の増加に向けた取り組みを行う。

生徒募集・
広報活動

○年2回の「本庄第一通信」の発行および「みらチカ」の配布する。
○定期試験期間による中学校訪問や塾訪問を実施する。
○オープンスクール、体験入部会の実施する。
〇学校説明会、Ｓ類型説明会、個別相談会の実施する。
○校外での説明会の実施や平日における学校見学希望者の対応を行
 　い、普段の本校の取り組みや生徒の様子を説明する。
○部活動が警察署、小学校、保育園、商工会の催事へ参加協力する。
○HPの質の向上を図るとともに適宜更新し、中学生や保護者に対して
　 有意義な情報を発信する。
〇部活動や生徒会活動などをはじめとした生徒の様子を様々なSNSな
 　どを活用し、幅広く情報を発信する。
〇ＢＬＥＮＤを利用しての入試情報や募集イベントの情報配信をする。
〇オープンスクール・体験入部会・各説明会などの募集イベントにおい
　 て、受験生や保護者が求める情報を提供できるよう努める。さらに、
 　これらの参加者を個別相談会の申し込みへつなげる。

○計画通りに「本庄第一通信」が発行できたか。
〇中学校訪問や塾訪問を通して募集イベントへの参加や出願の増加につ
  なげることができたか。
○HPの情報が適宜更新され閲覧者数が増加したか。
○オープンスクール参加者を受験や入学につなげることができたか。
〇学校説明会参加者を受験や入学につなげることができたか。
〇Ｓ類型説明会参加者を受験や入学につなげることができたか。
〇個別相談会参加者を受験や入学につなげることができたか。
〇ＢＬＥＮＤを使用して受験生や保護者に情報の配信ができたか。
〇募集イベントや学校行事を通じて個別相談会の参加者の増加につなげることがで
   きたか。
〇LINEやInstagramなどのSNSを利用して学校行事や生徒の様子の情報
  提供に努めることができたか。

〇大型モニターを導入し、教員が提示する動画や資料が見やすくなり、授業
　が展開しやすくなった。そのため、生徒が授業中にタブレットを利用する
　場面は減少している。タブレット端末を利用した課題配信を継続的に行う
　ことで、タブレットの日常的な利用を促す事が課題である。
〇スキルアップ講座の参加には、教員の研修時間の確保が課題である。
   時間の調整がしやすい、オンラインを活用したオンデマンド研修の参加
   を促していく。
〇授業アンケートの内容を、授業に素早く反映させ、アンケートがマンネリ
    化を起こさないように継続して行くことが課題である。また、良い評価の
    授業スタイルを教員間で共有し、指導の具体例として活用していく取り
    組みなども取り入れていく必要がある。
〇キャリア教育を意識した教科指導の研究を行うには、教科の目的（系統
    的な知識・技能の習得）と、キャリア教育の目的（将来を見据えた人間的
    成長）のバランスをどう取るか教員間での共通理解をして進めていくこと
    が重要である。教科によっては研究のしやすさが異なるので、各教科の
    取り組みが分かるようにすることが重要である。
〇新指導要領に則った「新教育システム」の計画を進める前に、教員が
   「新教育システム」の内容の理解が必要である。教員研修を実施するな
    どして、理解を深めていく。
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○地域保護者および小中学生に対して本校生徒の活動、成果、教育実践に関する
　情報提供の推進。
○地域の要請によるイベントへの参加、施設の貸し出し対応。
○学校自己評価シートの公開による開かれた学校づくりの具体的な取組みの
　推進。
○スクールライフアンケートの結果による生徒会との連携。
〇学校見学会の内容の充実。
○様々な分野における地域との連携。
〇PTA活動の充実。

開かれた学
校づくり

○地元社会体育団体への施設開放。
○警察署、小学校、保育園、商工会の催事への部活動の参加。
○スクールライフアンケートの実施。
〇学校の取り組みに対する保護者への理解を促し、要望等を
　取り入れていく。
〇紙媒体とデジタルデータを利用し、より多くの人々に情報を公開する。
〇PTA主催のイベントや研修会の開催の実施。
〇高大連携校との繋がりを大切にし、大学との連携事業を推進する。
〇スクールミッション、スクールポリシーを掲げ、それに基づいた教育活
　 動を行い、学校の特徴を伝えていく。
〇卒業生および卒業生保護者に匿名での学校生活アンケートを行い、
　学校生活の質を向上させる。

○地域社会との交流の機会が増えたか。
〇警察署、小学校、保育園、商工会の催事への部活動の参加を促すことができ
    たか。
〇学校の認知度は上がったか。
〇学校行事や学校主催のイベントに多くの受験生、保護者が参加したか。
〇学校に対する保護者への理解を促し、要望等を取り入れていくことができたか。
〇学校に対する保護者の関心が高まったか。
〇紙媒体で配布している情報と合わせデジタルデータを有効利用できたか。
〇PTA活動を通して保護者、生徒の満足度が高まったか。
〇高大連携校との繋がりを大切にし、大学との連携事業を推進することができたか。
〇スクールミッション、スクールポリシーを掲げ、それに基づいた教育活動
　 や学校の特徴を伝えることができたか。
〇卒業生および卒業生保護者の意見を取り入れ、学校生活の質を向上することが
   できたか。

〇剣道教室、バスケットクラブ、サッカークラブ、野球クラブなどに施設
   を開放し、地域社会との継続的な交流の機会を持つことができた。
〇市の生涯学習課との連携で小学生を対象に、絵画教室を行った。
〇今年度の学校行事は、ポスター、SNSを利用した結果、多くの保護
   者・中学生が学校行事に参加を希望する傾向が見られた。
〇PTA主催の保護者対象学校見学会、部活動の見学、文化祭、体育
   祭の参加など、保護者が来校する機会が増えた。さらに学校見学
   会は２回開催が定着し、アンケート結果からも保護者の満足度は高
   かった。また学校の様子を見ていただく機会が増え、貴重な意見を
   聞く機会にもなった。学校見学会後のアンケ―トの実施により、保護
   者からの積極的意見が増加し、関心度は高くなった。
〇宣伝媒体として紙及びデジタルデータを用意し、ＨＰを通して宣伝す
    ることができた。さらに、Instagram、TickTock,Lineなども宣伝に活
    用し、広報活動は活発になった。
〇部活動、学校の特色について生徒と教師が共に広報活動に取り組
    み、動画の作成、写真掲載など積極的に行うことができた。その結
    果多くの反響があり、本校に興味関心をもつ機会となった。
〇高大連携校に放課後ゼミの講師を依頼し、生徒の学びの場を増や
   すことができた。また、専門的な内容の授業を実施することができた。
〇卒業生および卒業生保護者に対し、3年間の振り返りアンケートを
    実施し、学校生活の質の向上を高めるための貴重な意見を 多く集
    約することができた。

B

○地元社会体育団体への施設開放をさらに進めていく。
○警察署、小学校、保育園、商工会の催事への部活動の参加
　を促していく。
○スクールライフアンケートを実施する。
〇学校の取り組みに対する保護者への理解を促し、要望等を取
　り入れていく。
〇PTA活動の内容を検討し、保護者の負担にならない充実した
　活動を進めていく。
〇紙媒体とデジタルデータを利用し、より多くの人々に情報を公
　開する。
〇HPの改善を行う。
〇生徒と教員が一丸となって情報を発信できる広報活動の活性
　化を進めていく。
〇充実した学校行事になるよう時期、内容の検討をしていく。
〇高大連携校と情報共有をし、生徒の学力向上を目指す。
〇学校生活の質を向上させる目的の1つとして、卒業生および卒
　 業生の保護者に対し、匿名での学校生活アンケ―トを実施する。
〇生徒、保護者の本音を聞き、より良い学校生活を送れるように
　努める。
〇保護者と教員でコミュニケーションが取れる機会を増やしていく。

B

○年度初めに「身だしなみ講座」「校則確認会」を行うことで、
　身だしなみを整えることの重要性を理解し、校則を全校生徒で
　共通認識する。
○「情報セキュリティ講座」を実施し、ネットリテラシーを身につけ
　る。また、生成AIの間違った使用方法など注意喚起していく。
○いじめについては生徒向けアンケートと保護者向けアンケート
　を引き続き実施し、いじめが認定された場合はいじめ問題対策
　委員会で組織的に対応し、早期解決を目指す。
○自転車マナーアップ推進校として他校の模範となるよう自転車
　マナーを向上させる。その一環としてヘルメット着用率を上げる
　よう努める。
○新たに作成した「生徒指導規程」を教員、保護者、生徒に浸透
　させ、共通理解の上、生徒指導に努める。
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〇英語力向上を強く意識した指導。
〇学習意欲の低い生徒への対応。
○「探究の時間」を充実させる。
○家庭学習が疎かになっている生徒への対応。
○ICT・ＤＸを活用した教科指導の推進。
〇キャリア教育の目標を意識した取組み。
○教員自身の指導力向上にむけた、各種研修の参加。

授業改善
の取組（生
徒の主体

的な取組み
を促す）

○授業・課題等でタブレット端末の活用、動画や資料の日常的な配信。
〇ＩＣＴ・ＤＸを駆使した、同時双方向型指導の計画。
○外部団体主催の各種のスキルアップ講座等へ積極的参加。
○授業力向上に資する、授業アンケート実施と活用。
○アクティブラーニングをテーマにした授業の公開。
〇キャリア教育を意識した教科指導の研究。
〇新指導要領に則った「新教育システム」の計画（新しい普通科・文理
　 横断　型探究）

〇授業や課題で、タブレット端末・動画・資料の提示を日常的に配信できたか。
〇ＩＣＴ・ＤＸを駆使し、双方向型指導が行えたか。
〇外部団体主催の各種スキルアップ講座へ積極的に参加できたか。
〇授業力向上に資する、授業アンケートの実施とその活用が行えたか。
〇アクティブラーニングをテーマとした公開授業を行ったか。
〇キャリア教育を意識した教科指導の研究が行えたか。
〇新指導要領に則った「新教育システム」の計画が進んだか。
 　特に「新しい普通科の設置」・「文理横断型探究の導入」

〇教科性もあるが、授業や課題で、タブレット端末・動画・資料を日常的に
    配信できた。その甲斐もあってスタディーサプリ等を利用して、生徒が家
    庭学習に取り組む機会も増えている。
〇ＩＣＴ・ＤＸの取り組みを利用し、双方向型指導が行えるように設備の準備
   を進めた。双方向授業がスムーズに行えるよう新たに放送室をDX室の隣
   の教室に併設した。
〇情報Ⅱが令和8年度より開始されることもあり、情報の教員が外部団体主
   催の各種スキルアップ講座へ参加する機会が増えた。他の教科の教員
   も、大学や予備校などのスキルアップ講座に積極的に参加するようになっ
   た。12名の教員が各教科の講座に参加をした。
〇学期ごとに、授業力向上のために授業アンケートが利用できるよう、アン
    ケート方法を改善した。年1回のアンケート実施から毎学期ごとのアン
　 ケート実施に変更した。学期ごとの授業の振り返りができ、授業の改善が
   効果的に行えた。
〇アクティブラーニングをテーマとした公開授業を行うことができた。公民の
   公開授業では、グループをつくり、生徒が意見を出し合い課題について考
   えるなど活発な授業展開ができた。大型モニターを導入したことで、授業
　 が展開しやすくなり、アクティブラーニングを取り入れる時間も増えてきた
   と感じる。
〇キャリア教育を意識した教科指導の研究を行う為に、連携校の大学から
　外部講師の来校していただき、大学入試の現状の講演をして頂いた。
　また、放課後ゼミを利用し、専門職の入門講座を設けた際に教員も一
   緒に参加をし、教科指導の研究に活かすことができた。
〇新指導要領に則った「新教育システム」の計画は、類型改編を進めていく
   中で考えていくことになった。そのため類型改編検討委員会が立ち上がっ
   た。「文理横断型探究の導入」など類型の特徴を作りに合わせて、導入を
   検討していく。

B
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生徒指導に求められる役割は時代によって変化してきており、生徒の抱える問題
やニーズが多様化し、複雑さと困難さは年々増してきている。近年の生徒指導は
内面的な部分で問題を抱える生徒や生徒間で起こるSNSによる問題が多い。
友人関係の構築も未熟で、他人との関係性を築いていく力が弱いため、いじめや
不登校などに発展することもある。また、SNSの発展に伴い、学校生活の中で自
分と異なる価値観の人との関係を築いていく体験の乏しさが、問題の一因となっ
ていると考えるある。人間関係づくりにおける課題は、これからの生徒指導は、重
要な問題事項になっているため、丁寧な指導が必要である。また、年々、校則の内
容を把握していない生徒が増えているので、教員と生徒で校則確認、見直しを毎年
行えるようにし、教員間で指導に差が出ないよう注意する必要がある。

○未然防止のための生徒指導
〇社会情勢に合わせた生徒指導
〇生徒相談(スクールカウンセラー)と連携した生徒指導
○いじめ問題の防止と発生時の早期解決
〇交通事故減少

生活指導 ○生徒の小さな変化を見逃さないよう、生徒とのコミュニケーション
　を大切にし、教員間の連絡を密にする。
○朝の校門指導、生徒指導係による朝指導を実施する。
○警察官による防犯講話を実施する。
○情報セキュリティ講座を実施する。
○厳しさと丁寧さを兼ね備えた生徒指導に努める。
○教員間で温度差のない、生徒指導に努める
○いじめ基本方針に基づき全教員で取組む。
○訓話や通信文を通じ、交通マナーの意識向上を図る。
〇本校の生徒指導方針について保護者に理解していただく。
〇生徒相談や体罰問題に関する教員の研修の充実。
〇教員と生徒で校則の確認、見直しを行う。

○頭髪・服装の乱れにより、指導を受ける生徒が減少したか。
○安全にインターネットやSNSを利用し、マナーやモラルを守ること
　　ができたか。
○問題行動、インターネットおよびSNSトラブルなど未然に防ぐことが
　　できたか。
○生徒相談（スクールカウンセラー）と連携し、生徒のサポートが
　　図れたか。
○いじめ基本方針に基づいた防止策が図れたか。早期発見、
　早期解決が図れたか。
○公共の場でのマナーは守れたか。
○自転車安全運転の意識が向上し、交通事故が減少したか。
○生徒指導における保護者との連携が図れたか。
〇生徒相談や体罰問題に関して、教員の意識が高まり成果が
　上がったか。
○先生間で共通意識を持ち、温度差のない生徒指導ができたか。
〇教員と生徒で校則の確認ができたか。

○校則の見直しから３年が経過し、教員、生徒ともに校則の境界線
　 が曖昧になる面が多くあったため、校則の共通理解に努めた結
   果、頭髪服装面で注意を受ける生徒が多くなった。
　 これは校則を理解した上で、教員が生徒を注意深く見守った結果
   でもあると考える。来年度は注意を減らしていきたい。
○本年度は問題行動が頻発する年であったが、SNS関係のトラブル
   は少なかった。情報セキュリティ講座の成果も見られる。
  　しかし、SNSの問題は水面下に潜んでいる可能性は高いので引
    き続き注意していく必要がある。
○内面的に問題を抱える生徒は生徒相談につなぎ連携できた。
○認定したいじめ事案は２件。いずれもアンケートの回答から
　 早期発見し、組織で対応、早期解決ができた。
○自転車マナー、JR乗車マナーには課題が残る。
○交通事故５件発生。昨年同様の件数だが、例年と比べると少な
   かった。
○保護者との連携については、担任や顧問からの家庭連絡を密にす
    ることや、場合によっては類型主任や生徒指導係長からも連絡し、
    連携することができた。
〇生徒相談や体罰問題について研修を通じて教員の意識を高めるこ
   とができた。
○教員、保護者、生徒が校則を共通理解できるよう「生徒指導規程」
   を作成した。

学校関係者からの意見・要望・評価等

1・2

○Ｓ類型：英語外部検定上位級合格者を増やす。
　難関大学の入試に対応できる学力の定着。
　文系選択生徒の学力向上。
　縦割りの連携を意識した各学年での取り組みと学力向上。
○ＡⅠ類型・文Ⅰ型・理Ⅰ型　英語外部検定資格取得者を増やす。
　学習意欲・基礎学力向上と進路の実現。
○ＡⅡ類型・文Ⅱ型　英語外部検定受検者を増やす。
　定期試験の成績だけにこだわるのではなく、知識の蓄積を
　目標とした学習習慣の確立。
　推薦を希望する生徒の基礎学力の担保。
〇通信制高校課程の運営を軌道にのせる。

英語外部
検定取得に
向けた全校
的な取組み

〇英語外部検定取得・受験状況の更なる可視化。
○S類型は放課後補習・個別指導・長期休業中補習の充実。
〇「スタディ･サプリ」等を活用し、学力向上に効果的な学習法の提供。
○自主性を育み、主体的学びまで届かせる具体的な指導。
○文Ⅰ・理Ⅰは平日2回の希望者補習、長期休業中補習の実施。
○就職希望者向け公務員試験対策講座・講演会の実施。
○総合型選抜入試・推薦入試対応型講座や小論文模擬試験等の実施。
○国公立大学の総合型選抜入試や公募推薦なども含めた大学
　入試問題の研究。
○部活動など、得意分野を活かした進路指導の強化。
○教員の指導力や知識の向上のための研修会の充実および
　大学入試問題の研究。
○キャリアガイダンス等の行事を充実させ、生徒が早期に
　進路目標設定・研究・準備が始められるよう計画する。
○新設された通信制課程卒業率100％を目指す。

○国公立大学の合格者を10名（2022年実績）以上出せたか。
○GMARCHの合格者を20名以上、日東駒専の合格者を30名
　以上出せたか。
○総合型選抜・学校推薦型選抜での合格率が向上したか。
○連携校への受験者数・合格者数ともに20名以上出せたか。
〇担任を主とした小論文・面接指導の展開が図れたか。
　が展開されたか。
〇通信制課程の卒業率が100％であったか。
〇英語力向上が図れたか。

○国公立大学の合格者は指標の人数に届かず7名の合格になった。今年
　 度は、共通テストの結果が厳しく、国公立大学の受験はチャレンジでの
   出願が多かった為、10名の目標達成が難しかった。
○GMARCHの合格者は指標の人数に届かず、16名にとどまった。私立大
 　学の一般試験結果も厳しい状況で、補欠合格も多かった。日東駒専の
　合格者も指標の人数に届かず、17名になった。日東駒専を希望する生徒
　は、指定校や総合型で受験する生徒が増えており、一般試験で受験する
    生徒が減少している。そのため、一般入試での出願数も年々減少してい
   る傾向にあり、合格数に影響が出ていると考える。
○総合型選抜の合格率は向上した。学校推薦型選抜での合格率は低下
    した。学校推薦型で受験するよりも、総合型選抜での受験をする生徒が
    多くなったことが原因だと考えられる。
○連携校への受験者数は増えて、合格者数もに77名となり高大連携を利用
　　した受験が徐々に形になってきたと考える。
〇担任主導で、小論文・面接指導を行ったが、総合型入試、学校推薦型入
    試がほぼ同時期に行われるため、指導希望の生徒が一時的に多くなる
    ため対応するのに苦慮した。
〇通信制課程の卒業率は100％であった。
〇今年度より英語検定を年1度、全校で受験することが決まり、10月に全校
   受験を行った。準１級に1名、 2級に約10名、準2級に約30名が合格した。
　また、年3回、全校で単語テストを実施した。全校の平均点が60点を越し、
　生徒の英語の学習に対する意識が変わり、英語力向上につながった。

B

〇国公立大学の合格者を増やすため、国公立大学を目指す生徒を増やす
    ことが課題である。近年、早期に進路を決めたいと考える生徒が増加し
    ているのが現状である。国公立大学も学校推薦型の入試を増やしてい
    るので、国公立の推薦入試に対応できる生徒の育成が課題である。教
    員が国公立の推薦入試を研究し、生徒に提案しサポートをし育成してい
     く必要がある。
〇今年度は、昨年度よりGMARCHの合格が厳しくなっており、その影響を
    から日東駒専の合格も厳しくなっている現状があった。一般受験に対応
    できる学力と根気を持った生徒を育成するため、入学後、早い時期から
    目標となる大学を決めて、一般受験に対する準備をさせていく必要があ
    る。また、一般受験での合格を目標にする生徒を集めたクラスをつくるな
    ど、進路実現に合わせたクラス設定をしていく事が改善につながっていく
    と考える。
〇学校推薦型の受験では、大学からの条件を満たす生徒を育成する必要
    がある。年々、条件を満たせない生徒が増えてきている現状があるため
    学習のサポートだけではなく、資格試験の受験とそのサポートを強化し
    ていく。
〇小論文・面接指導は担任主導で行うことは良いが、国語科の教員のサ
    ポートなど教科も一緒になって指導を行う仕組み作りが課題である。小
    論文指導は、壁打ちやAIを利用して小論指導をしていくと対応する教員
    不足の解消につながると考える。
〇今年度は、通信制課程の卒業率は100％になったが、次年度も100％を
    保つため、単位取得の為の教科サポートや進路指導を強化していく必
    要がある。
〇英語力強化の為に英語検定の全校受検は継続していく。英単語の学習
    だけではなく、英語の学習教材を効果的に利用できるように英語の学習
    方法を確立できるよう研究をしていく。

現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 次年度への課題と改善策  

※番号欄は本年度重点目標の番号と対応させている。

学校自己評価 学校関係者評価

年度目標 年度評価（2026年3月31日現在） 実施日2026年5月末日

※学校関係者評価とは、最終回の学校評価懇話会を開催、また個々に
　　意見を頂き、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

本年度重点目標

１　各類型コースの特色づくり
２　英語を軸とした学力の向上　魅力ある授業づくり
３　秩序ある学校の雰囲気づくり
４　開かれた学校づくり（学校開放・地域への貢献）
５　生徒募集・広報活動の充実（説明会・体験入学の充実）入学者増

2025年度学校自己評価シート（本庄第一高等学校）

目指す学校像
（ミッション）

学園理念「響生」
・影響を受け、影響を与え、柔軟さと豊かさを育む。
・本校の生徒と教師・職員は目標達成のため、お互いに響きあい、前進し、活力ある学園を築きます。
教育方針
・本校の生徒・教職員は共に学ぶ心をもち、学力・技術の向上に努める。
・本校の生徒・教職員は共に豊かな人間関係を築くため、礼節を重んずる
・スクールミッションである「多様な夢や希望を実現するために挑戦する強い心を持ち、努力を継続し、また、周囲の
人々とお互いに影響を受け、与え合いながら、逞しく、前向きに将来を切り拓くことができる人物を育成する学校」と
しての社会的責任を果たす。

A

B

C

D

ほぼ達成　　（8割以上）

概ね達成　　（6割以上）

変化の兆し　（4割以上）

不十分       （4割未満）

達
成
度

名

名

名

出席者（聴取者）

　学校関係者（法人　監事・評議員）

　生徒

　事務局


